


序

紙回臨空港新都市開発事策巳係る御所野由地部の壊滅

文化財につきま しては、昭和鉛年度から対処し、本年度

、 ~t..:.五.，.所の遺跡発抱絢廷を突純いたしました.今回

の調査にお也、ても先土器時代から平安時代の人々の生活

跡な幡認し、多くの貴重な漬物が出土しました.

調査の実維にあたっては県、関係機関の指議後帥をは

じめ、地元関係者、土地所有者帯多 〈の方々の積極的な

ご協カをいただき君事〈感謝申しあげる次第です。

本線告書が文化財保穫のため、さらには婦究資料と し

て広〈活用事れれば帯苔に存じます.

昭和58年3月

駄曲市教育費E員会

教育長高泉宏 作



例奮

し水制告書は、紋問市問、y小鹿小町地字下誕 {下鍵G遺跡)、 上北手御所野学野畑 {野畑遺跡〉、

四ツ小島京戸t日本q;渇ノ沢 {荷量ノ沢B遺跡) に所在す7.>各i置跡の発鋸調資報傍酪である。

2.本報告は、調定員、石郷附誠一、 i高橋忠彦、調:e:補佐員、安田宮、市、鈴木 功の協力を拘て菅

原俊行が編集したものである。

3.石貸のlIIl信は、秋倒県立1哩物館の渡辺 農民によるものでゐる.

4 . Aド織告也の執筆は、下縫O遺跡-<Je.凶忠市、野畑遺跡一石郷筒抜一、湯ノ沢B)班員$ー尚尚智彦

/);担当し、 菅原が訂正、加筆した。下馬G遺跡 {先土器時代) と前紀以外は菅原俊行が担当した.

5.発附測進、被理作獲については下認の骨氏より備辺革、帥宮をlお勺た。

菊地強命令、I輔t雅樹、小林選織、官僚零時、経瀦邦彦

6. J監獄作換は下記の人々の協力をど得た.

樹場 路、 E寸嵐芳郎、芯川恵美子、伊漁~干、大友牢干、佐々本柑子、鈴木徳行、三浦千枝子、

三官01."子、渡~キヨ

7.発4臨調査による出土遺物、実MJ肉、 写真、 その他の記録は棋倒市教育委員会が保管する.
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n;踊野合治商より訟巴市街地を臨む

下堤G遺跡 (~t-)



重 '耳B遺跡弓，_



調査の概

調査に至るまでの経過

秋田市南東部地;域は、昭和56年 6月の秋間空港の開港、東北横断自動車道秋田線秋田インターチ

ェンジ開設予定等、空陸両面の交通の要衝に位宣する所である。このような状況の中で南東部地域、

における御所野地!又については特に広大な台地であることから、いち速く開発可能性等についての

各調査が実施され、県市総合計画においても産業、住宅団地が一体となった総合的ニュータウンー

臨沼港新都市として具体的に位置づけられた。

昭和56年度には開発計画地域内の商部工業団地造成に先だち、下堤D遺跡の発掘調査を行なって

いる。昭平fJ55年に御所野台地全体の分布調査を実施し、約30カ所の遺物散布地を確認していたが、

昭和57年度は今後の開発計画に対処するため分布調査を基に遺跡の範囲確認調査を実施することに

し、その結果、台地上に24カ所の遺跡を確認したのである。(第 3図、御所野台地部範囲確認遺跡

一覧表)

この結果に基づき協議を重ね、引き続き年度別に計画的な発掘調査をすることになり、昭平n57年度

は下嵯G遺跡、野畑遺跡、湯ノ沢B遺跡、坂ノ上C、D遺跡を調査したのである。

調査体制

調査期間 昭和57年 5 月 6 臼 ~7 月 14 日(範囲確認調査)

昭和57年 8 月 2 日 ~12月 15 日(発掛調査及び伐採作業)

調査主体者 (財団法人)秋田県土地開発公社

調査担当者 秋田市・秋田市教育委員会

調査員 菅原俊行、石郷岡誠一(秋田市教育委員会社会教育課)

高橋忠彦、小林 克(秋田県埋蔵文化財センター)

調査補佐員 安田忠市(秋田考古学協会会員)、鈴木功

調査協力員 五十嵐芳郎(秋田考古学協会会員)、 武藤康弘(国学院大学)、 本間 宏(明治大

学)、 石川恵美子(筑波大学)、塚田誠、鈴木浩(秋田大学)、相場修(明

治大学入 国代博秀(国学院大学)

鈴木銀一、鈴木長治、鈴木茂治、鈴木徳行、三浦竹治、三浦 馨、三浦吉司、三三浦

吉男、三三浦正二、秋本与次郎、秋本佐市、岩崎岩五郎、水野金光、三浦三治、鈴木

力雄、加主主谷新之助、渡部太郎、堀井鉄五郎、鈴木銀三郎、高橋貞義、渡部吉春、

加賀谷金一郎、尾形市雄、安藤金四郎、後藤善一郎、渡部金次郎、佐々木定吉、渡

辺圭太郎、堀野兼雄、渡辺太市、児玉太郎、斎藤孝文、島11蒔康樹、加藤熊雄、鈴木

!妻子、伊藤茂子、伊藤ヒメ子、三三浦タキ、三浦千枝子、三三浦トミエ、三浦初枝、堀

井ヤス、橋本栄子、佐々木フヘ大友幸子、加藤満子、熊谷文子、相場ミツエ、堀



井キヨエ、鈴木ウメノ、鈴木ト人工藤キクエ、堀井征子、三fflJシゲ、宮IIIトキ子、

三三浦ナツ、鈴木ツヤ、高島綾子、佐々木縫子、渡部キネ子、佐々木清子、渡部キヨ、

!嵯11段信枝、細井二シゲ、稲垣テル子、尾形ミツエ、杉沢チエ子、鈴木貞子、杉沢フヘ

佐々木シマ、渡辺ミネ、渡部セツ、佐々木ヨシ、渡部アイ子、高橋ヨシ子、訪日野京

子、矢倉アキ、渡辺ミサ、加賀谷ヒデ

事務員佐藤誠子、三浦洋子

と

調査区は各遺跡ごとに原点を任意に決め、東西南北(磁北)に基準線を作り、};グリッド (40m

X40m)、 その中に小グリッド (4mX4m) を設定し、東西 CXl融)に数字、南二jヒCY!llrb) にア

ルファベットを配し、その組み合せを作り、遺跡番号、大グリ、ソド番号、小クリ、ソドの11慣に呼称す

ることとしfこ。

発掘調査は下提G遺跡(%~務)、野畑遺跡(%~%)、湯ノ沢 B遺跡(%~%)、坂ノ上C 、

D遺跡(Ys~%)の工程で、行なったが、各遺跡ともiJj林原野であり、伐採作業カミら始めなければならず

パックホーを使っても、表土剥ぎは木根のため、かなり苦労した。下堤G遺跡、野畑遺跡、湯ノ沢

B 遺跡は凶らずも縄文時代前期末~中期初頭、中期末葉の同時期の集落であったが、坂ノ上C、D

遺跡については範囲確認調査の際、広範囲に遺物が出土し、期待された遺跡で、あったが発掘の結果

遺物は包含層に散在するが両遺跡に遺構は確認できなかったものでj士i土した遺物(第 1図、第 2図)

を簡単に記述するにとどめる。今回の調査は範囲確認も含めて天候に恵まれたので、来年度発掘調

査予定地の伐採も一部実施した。

坂ノ上C.D遺跡出土遺物

土器(第 1図 1~20、第 2 図21)

1 ~10 ・ 21 は坂ノ上C遺跡出土で、主に沈線で文様を施すものである。 1 ・2は変形波状 1:::1紋を

なす深鉢形土器である。日緑、百Ijは沈線による平行@楕円形。孤;1犬なとの文様を施す。 3~5 は工'1:

文@変形工字文で、 3 ・4には 2個 1対の癌が付く。 6~10は平行沈線文の施されるもので、沈線

開を磨出すものとそうでないもの、口縁部が外反するものとしなし、ものがある。況は平縁口線の鉢

形士宮告で、仁1 縁部内外面に 1 条の沈線が巡り、地文は LR単節縄文(横{立 II~II転)である。全体に良

く磨かれている。以上、縄文時代晩期から弥生時代にかけての土器と考えられる。 11~20は坂ノ上

D 遺跡出土で、曲線的な磨消帯が施されるものである。磨消帯は周辺より盛り上がるもの、隆起線

と沈線で、区画されるものが多い。 18.19はボタン状の貼り付けが施され、その下に刺突が垂下する。

20は隆帯の上 a 下に列点文が巡る。 以上、縄文時代中期未葉の大木10式土器と考えられる。

土製品(第 2図22) 土器片を加工して作った円盤状土製jillで、坂ノ上D遺跡出土で、ある。

石器(第 2 図23~34) 24~27 ・ 29~32は坂ノ上C遺跡出土、 23・28・33・34は坂ノ上D遺跡出

土である。省銀(第 2図23) 無茎鎮で、硬質頁岩製である。 石匙(第 2図24) 横形石匙で、ツマ

つむ
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御所野台地部範凶6Ii.a遺跡ー覧表

遺番跡号 辿蹄名 所 在 地 l時 11: idj fttrn' 現状

l 下 城 E 候且l市凶γ小扇t'l、阿地宰 F挺 縄文 5.625 知1

2 下腿 P " " " 14.315 " 
3 下!l/;G " 4回 先上骨量 縄文(中〉 5.0加

1lJt.ふ，Uf 

4 成ノ 上C 。閉〆小屋小阿地字以ノ上 縄文 6.000 dシ

5 援ノ上D " 
4砂 " 14.0剖 " 

6 坂ノ ~E " " 
ー惨 15.加。 '争

7 Jt，lノ上F • " " 31.810 " 
8 銀 崎 A 。四 γ'1、経'1、阿地守ニ卿附 縄文〈晩〉 13.150 畑.山 林

原野

9 姐崎 B 4砂 砂 純文 11.2却 。草野

10 地雌fflA 4防 四ヅ小陸軍戸訟志平地蔵田 先 t魁 ・縄文 ・'V安 30.削焔 国

11 地蔵IJlB " " 縄文{中 晩 ト 弥 生 25.000 
山 林

i草野

12 t静ノ沢A " 四ツ小鹿米戸訟ぶ守二渇ノ沢 縄文 21.555 。

13 治ノ択B e • 縄文佃1・中} 5.帥O e 

14 渇ノ択C ' 4按 縄文{中晩}・弥生 11.565 。

15 海 ノ沢D " " 縄文(中} 35.旺l() 畑

16 祖母ノ沢E " " 11目立 7.5()() a惨

17 宮島'曹~f!' • " 制x.t師須息 5.310 " 

18 諸事ノ沢G a加 • 拙文{後〉 1.3帥 原野

19 尚ノ沢H " " 縄文 5.94Q 蝿

初 野 掴 " 上北乎御所野宇野蝿 縄文{中) 1.815 山林

21 野 形 ル 上Jt手御所野宇野形 上 的 須 恵 5.倒。
1.IJl~ 
原野

22 E長旧沢 e皆 _t，~t手古野字楳凹lR 縄文・ 平安 6.875 蜘

23 台 。上北手古野平台 • 8.."'0 " 
z4 地 ヲ月 " 上北手!iifJI字拠ノ択 縄文t暁} 54.670 拙 ・原野

- 1 -



と地形@地費

秋田市衛から国道13号線を南下し、仁井E[J、横山を過ぎ坂を登ると標高約40m前後の広大な台地

が開ける。これは奥羽本線四ツ小尾J駅方聞からもよく見える平坦な台地であり、

計画地域である。

下堤G濃跡

前述の坂を登ると三叉路があり、!臼道に入り約450mほど行くと西側に羽後銀行の野球場がある。

そこを西へ約500m、畑の中を進み南に張り出した舌状台地が下堤G遺跡で、ある。

野畑遺跡・湯ノ沢B遺跡

三叉路から旧道に入り約1km進み、御所野地区の南端部を西側に約200m行った南に張り出した舌

状台地が野畑遺跡である。さらに約500m行き、東に約150mの南面した台地が湯ノ沢B遺跡である。

確認された24カ所の遺跡の存在する地形は大別して和田丘陵と末戸台台地に分けられる。和田丘|

陵は平坦面をあまり持たな L、。 しカか￥し、定高{性生を持つた標高6ωO~150m のカかミな lり)開析を受受，け

地形を示し、，:1'地也質は第 3系鮮新統に属する青色砂質シ/ルレト岩(笹!問蒔層)と青灰色塊状泥岩(天徳徳、寺層)入、

、それに中新統に属する n陪l培在灰色泥岩(船川層)などカか込らなつている。末戸台台地は標高2お5~5叩Om強でで

その表聞は大変平坦でで、ある。この台地は和田丘陵と接して数段の段丘を識別できる。これらは内藤

の!玄分からすると、上位から標高45~50m強の椿台段丘、標高40m強の上野台段丘 I 、標高35m強

の上野台段丘 H、標高25m強の宝竜I[j奇段丘の 4段に分けられる。(第 4図)

椿台段丘

岩見川右岸末戸台台地では45~50m強の標高をもっ、いわゆる椿台面をその堆積回とする椿台層

が厚い陳(最大径10cm前後)、砂、粘土の互属で構成されている。ただ基底高度はわからな L、。者相

は最上部に 1~2mの褐色の粘土質火山灰層があり、次に{喋@砂・粘土の互)習で、砂際の部分でし

ばしばクロス・ラミナ(斜交葉理)がみられ、砂土あるいはシルトは水平な細かい層理をなすこと

が多L、。層厚をみると、礁層はうすく、砂・粘土層が厚L、。その下部は第 3系の泥岩(船J111習)や

砂質シルト(笹i可層)となっている。

上野台段丘 I

末戸台台地で椿台段丘の南側に標高40m強で、ついている段丘が上野台段丘 Iと呼ばれている。表

層の 1~2mの粘土質火山灰腎を除くと、段丘堆積物は最大径20~30cmの礁を含む瞭層であり、厚

さは 5m程度でその下部は第 3系となっている。下堤G遺跡はこのよ野台段丘 Iに位置する。

上野台段丘H

末戸台台地では上野台段丘 Iとの比高が 5m強である。段丘堆積物の岩相は上野台段丘 Iとほぼ

同様で、、層厚は 5m前後である。内藤によれば厚い際層の下部は椿台膚に当るとしている。野畑遺

跡、湯ノ沢B遺跡はこの上野台段丘宜に位置する。段丘堆積物の特徴は上野台 1. n面では最大径

30cm前後のHff円礁を主体とするほぼ一様なJ深層をもち、河川堆積物で厚さも加味すると岩見)11など

- 8 



による行IT}2立の浸食段丘 j聞と考えられる。;侍台、上野台工 .II 聞の各回をおおっている層厚 1~2m

のシルト分を含んだ粘土質火iJI};)( I習は、男鹿半島の寒風山が起源と一応考えられている。この;f，li二上;

質火山灰層の表層五!II粒物質の風化状態をみてし、くと、椿台、 ヒ野台 1. II面で、は黒色土の下の細粒

物質のうち、上 gl~50~ 100crnが明掲色を呈し、下古I~は灰色で境は漸移する。また、 t壌断面を見ると

侍台、上野台工 .II面をおおう土壌は、いわゆる高岡 2統に属していると考えられ、比較的大きい

円瞭を混入していて、黒色土層を厚く堆詰させている。この層中には火山ガラスを混入しており、

火山灰が関係しているものと推定される。

100m 

第 4図段丘

- 9 -
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i有に張り出した舌状台地(約1O，000m
2

)の東に位置する。 遺跡は先二ニ器時代との複合であり、住

居跡は縄文時代前期末葉から中期初頭にかけてのものが 1軒、中期末葉のものが 5軒検出された。

縄文時代前期(末)から中期(末)の遺跡は、北西約80001に下堤A、B遺跡、北東約60001Vこ下堤D

遺跡、間約90001Vこ収ノ上A遺跡などがある。

と遺物

1号住居跡(第 3図)

調資区南側の縁辺部で、 2号住居跡の東側に位置する。

プランは径4.301のほほ円形を呈する。埋土の状態は、黒色土、黒潟色土の堆積で炭化物が混入す

る口確認聞からの深さは25cm程で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。しかし、地形が東側の沢へ向って

緩く傾斜する為に、東側の壁高は低L、。ピットは比較的浅く桂穴ははっきりしな L、。

炉は、土器増設部と堀り込みからなる。土器埋設部は深鉢形土器日間部を倒立させて埋設しである。

埋設土器と周辺の土はかなり焼けている。堀り込みは楕円形で、鍋鼠状を塁し、焼ごと、炭化物が入る。

また、東側に一段浅く溝状の堀り込みがあり援に接する。これらは炉の長軸線上にある。

床はほぼ平坦である。

出土遺物

土器(第 4 図 1~3 、第16図13~25)

1 ・3は埋土出土、 2は炉埋設土器で、ある。 2は深鉢形土器の上、下部を欠く納部で、 RL単節

斜縄文(縦{立回転)の施文である。 3は平縁日縁の深鉢形土器で底部を欠く。口縁部は無文帯で、

胴部には沈線で区画された波状の捧消帯が施される。磨消帯の 3つの波の頂部には、沈線で区厩さ

れ下からの刺突が施され、他の 1つの波は大きく頚部まで延びる。地文は LR単節斜縄文(縦位回

転)である。他は曲線的な磨消縄文帯の施されるものが主で、列点文を施すものもある。

土製品(第21図 1~ 3) 

全てj援土からの出土で" 3点とも四角形を呈する。

石器(第22図 1~ 3) 

1・2は石簸、 3は打製石斧、他に剥片が数点出土している 0

2号住居跡(第 5図)

調査区の南側、 l号住居跡の西側に位寵する。

プランは径 3mのほぼ円形を呈する。埋土状態は、ブロック状の明褐色土が混入する褐色土であ

る。確認、面からの深さは15cm程で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは浅い堀り方のものが数個

検出された。

炉は土器埋設炉であるが、場り方を立ち割った結果、理設土器の北側が大きく堀り込まれ、また

その北側に一段浅い堀り込みが確認された。しかし、平聞及び土層断面では明確に観察できなかっ

- 14-
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第 3図



た。 埋設土器は深鉢形土器の仁l縁部及び底部を欠き、南側にやや傾けて埋設してある。中には炭化

物が多量に入り、底面には i二I縁部破片が数点みられた。また、埋設土器及び周辺の土は良く焼けて

し、f、ニ。

床面はほぼ平坦である。

出土遺物

土器(第 7 区14 、第17間26~34)

4は炉埋設土揺で、仁l縁部が外反する深鉢形土器である。仁i縁部は無文帯で、内面に三日月 ;1犬の

貼り付けh 文がみられる。腕部は沈線で区画された磨消骨子が頚部より垂下し、中程で横走し再び垂下

して底部に至る。三三単位構成の磨消帯で、中程の接する部分に断固が三角形をなす細長し、粘土を貼

り付けてし、る。地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。他は1I1形口縁で曲線的謄消帯を作るも

のや、口縁部に貼り付け文の施されるものがある。

土製品(第21図 4) 埋土出土の三角形土製品で、ある。

石器(第22図 4、第27図22) 4は石銀、他に剥片が数点出土している。

()じIII

4図 1号住居跡出土遺物

3号住居跡(第 6図)

調査区のほぼ中央東側に位置する。

プランは佳3.1mの楕円形を呈する。埋土の状態は、黒色土、黒褐色土の堆積である。確認面か

らの深さは20cm程で、監はほぼ霊院に立ち上がる。ピットは浅く柱穴ははっきりしない。

- 16 -
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2号住居跡第 5図

炉は、土器埋設部と堀り込みからなる。土器埋設部は深鉢形土保の上部及び!底t'1'I)を欠いて埋設し、

土器と周辺の土は良く焼けている。また炉は作り替えており、埋設土器の南側に古い埋設土22と考

えられる破片がみられ、周辺の土が焼けた痕跡を確認した。堀り込みは惰内形で鍋底;!犬を果し、上県

この堀り込みの北側に一段浅い棒状の訪日り込み土には焼土、炭化物及び土器片が数点入っていた。

があり壁に接する。

!末聞はほぼ平坦である。

出土遺物

(第 7 図 5 ・ 6 、第四国35~38)器土

5は胴上部及び成部を欠く深鉢形土器であ6は炉;掘り込みからの出土である。5は炉埋設土器、

6vi. である。る。沈線で区画した曲線的な磨治帯が施される。地文はRL単節斜縄文(縦位l_ill転)

である。他i二!縁部は無文帯で、地文は LR単節斜縄文(縦位凹転)平縁日縁の深鉢形土器である。

は口縁部無文帯や胴部に曲線的な磨消帯を作るもの、地文に撚糸文を施すものである。

17 -

石器

埋土から剥片が 2点出土している。
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第 1屡 黒色土、しまりが弱い

第2麗 黒褐色二七

m 

3号住居跡6図

4号住居跡(第8図)

トレンチで一部確認されていた住百跡て、ある。調査区のほぼ中央部で検出し、

(焼土)、プランは長軸6.5m、一短車社i5.3mの楕円形を呈する。埋土の状態は、黒色土、赤褐色土

ヒ。ツ褐色土・明褐色土が主に堆積する。確認面からの深さは45cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

トは深い掘り方のもの 6個と浅い堀り方のもの数個が検出された。柱穴は深い堀り方の 4個または

51固と考えられる。

これら炉は、住居跡中央部に土器埋設炉と、中央部南東側に土器埋設部と堀り込みを検出した。

口唇部と底部を欠いた深鉢形土器であi直線上には並ぱなし、。中央部の土器埋設炉の土器は、はこ、

る。埋設土器及び周辺の土がかなり焼け、土器の中に礁が一個入っていた。南東側の土器埋設部の

土器は、深鉢形土器の!岡部のみで、北側にやや傾けて埋設しである。増設二日言及び周辺の土はかな

- 18 -
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り焼け、中には炭化物が多量に入ってし、た。また、炉は作り替えられており、埋設土躍の北側にJ;Jtfl

り方とかなり焼けた痕跡を確認した。刷り込みは惰円形で鍋!広状を呈し、j:黒土 f{fl~ には焼二!こが多量

に、また深鉢形土日誌の!底 1
1mと燥が入っていた。

!ヰミ!百はほぼ干上良である。

出土遺物

土器(第 9図 7~10、第17図39~相、第181盟50~72)

7 は住民跡i二ド?と古I~ の炉埋設土器、 10は南東側の炉埋設土器、 9 はmô り込み、 8 はよ唱土からの出土

である。 7は仁l唇部と底部を欠く深鉢形土器で、ある。口縁部に撚糸1王痕文を並行及び>状に施し、

頚在日には単軌絡条体口三痕丈が施される。また 8字状に粘土をY!r1iり付け、胴部地文と同ーの縄文が施

される。Il日lff;は LR単節斜縄文(縦位回転)で、内面はへラ状工具により良く研磨されている。 8

は口縁 m~がすぼむ器形で、無文干告が広く沈線が巡る。地文はRL 単節斜縄文(縦位回転)である 0

9 は撚糸文の随される深鉢形土器である。 9 は平縁日縁で柄 ~:I~に膨りがあり、嗣下部を欠く深鉢形

土器である。口縁 rtl~は無文帯で、腕部は沈線により区画された J 字状及び波状の磨梢帯がj車絡して

いる。磨消帯は周辺より盛りよがり、棒またはへラ状工具で良く研磨されている。五単位構成で、

頚部と JJ同部には沈線で|玄画された中に刺突が施される。地文はLR単節斜縄文(縦位IQl転)である。

他は曲線的な磨消帯及び口縁itl)無文帯のものや、半蔵竹管状工具内面による半隆起線文を施すもの、

撚糸文を施すものなどが出土している。

石器(第22図 5~ 9) 

5 ・6が石匙、 7が槍先状石器、 8がへラ状石器、 9が暦製石斧で、他に剥片が多数出土してい

る。

5号住居跡(第10図)

調査区北側で検出した。 2号土拡及び 3号土拡と重複し、 2号土拡に切られているが、 3号二1:.:lJ1¥

との関係は1-::明である。

プランは推定長軸5.0m、妓軸3.5mの長楕円形を呈する。東側に浅い溝状の掘り込みが検出された。

坦土の状態は、ロームブロックの混入する fli''j-褐色土、 n白黄色土が主に堆積する。確認面からの深さ

は10cm程で、壁はゆるく立ち上がり、確認できなかった部分もある。ピットは不規則な状態で、検出

された。炉は地床炉で、南側に構築されてし、る。

!末はほぼ平塩である。

出土遺物

土器(第12図 11、第四図73~75、第四図76~99)

11は埋土出土である。頚部が外反して口縁部が内湾し、胴音I~がやや膨らむ鉢形土器である。山形

nu 
つ山
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口器部にも刻白状に施文さ日縁で、頂部より隆帯が垂下し強く押し付けーた撚糸庄痕文が施される。

しい。他は半裁竹管状工具内面によで、れる。地文はLR単節斜縄文(縦位凹転)

口縁部文様帯に粘土紐を貼り付けて撚糸圧痕文を施すものが出土している。る半蜂起線文、

埋土出土で、獣面を表わす。土製品(第21図 5) 

10~12は石銀、 13は掻器、 14は槍先状石器、 15は異形石器である。
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5号住居跡〈第11凶)

調査区南側、 4号土拡の南側に位置する。

プランは径3.0mの楕円形を呈する。 J塑土の状態は、ローム粒子の混入する時褐色土、黄褐色土が

主に堆積する。確認、耐からの深さは15cm程で、壁はほぼ君主践に立ち上がる。ピットは壁際に 4カ所

検出され、主柱穴と考えられる。

炉は、土器埋設部と堀り込みからなる。土器土虫設部のこと器は、深鉢形土器の胴一部を利用し倒立さ

せ西側にやや傾けて埋設しである。埋設土器及び周辺の土はかなり焼けている。掘り込みは楕円形

で鍋底状を呈する。拡口部に 3偲の傑-が据えられていた。また、炉の周辺やj塑土から礁が出土して

いる。

床面はほぼ平坦である。

出土濯物

土器(第12図12、第20図100~102)

12は炉埋設土器で、深鉢形土器の胴部である。沈線で、区画された横 S字状または J字状の磨消帯

が施される。磨消帯は周辺より様り上がり、ヘラ状工具で良く研磨されている。地文は LR単節縄

文(縦位回転)である。他は曲線的な謄消縄文帯を施すものである。

右器(第24図22) 22は床面出土の磐石で、両聞が磨滅してし、る。

土地

1号土拡(第13図)

調査区北側で、 5号住居跡の南西側に位置する、深さ20cmで、楕円形を呈する。出土遺物はない。

2号土地(第13図)

調査区北側でで、、 5号{住主居跡を切つている O 長軸 1m、短軸0.8m、j深架さ4ωOcαcm庇mで

埋二土k上部に属平な右が確認認、され、 11奇褐色土、黄褐色土、黒褐色土が推積している。石器と多量の剥

)十@時片が出土し、石器製作後、一括投棄されたものと考えられる。

出土遺物

石器(第23図16~21) 16~20は石銀、 21は石錐である。

3号土地(第13図)

調査区北側で、 5号住居跡の西壁に重複して検出されたが、新旧関係については不明である。径

80cm、深さ2却Ocαcm庇mで

4号土堪(第1口3図)

調査区中央部で検出された袋状の土拡である。拡口部径2.2m.拡!底部径2.7m.深さ 1.6mでほぼ

円形を塁し、機層を堀り込んでいる。埋土下部には崩落土が多量に堆積しており、拡口部及び頭部

が狭くなる。いわゆるフラスコ状をなしていたと推定される。西側は風倒木により撹乱を受けてい

る。底面はほぼ平坦である。
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出土議物

土器 (20図103~110)

口縁部無丈帯や、撚糸文、締日文の施されるものが出土してし、る。

焼土遺構(第14図)

1 ・ 2号焼土遺構が調査区南側、 3号ー焼土遺構が北側、 4号焼土遺構が中央部で、検出された。 1

・2 ・4号焼土遺構はローム面で確認され、良く焼け旬、周辺からは数個のピットが検出され、 l号

焼土遺構の焼土中より縄文土器片が数点出土した。 3号焼こと遺構は第 2r留中程で検出され、良く焼

けている。周辺に深鉢形土器(口縁部欠損)がニカ所に埋設されていた。

その他の遺構(第15区J)

調査区の北側で検出した。 径40cm~50cm .深さ 70cm~80cmを測り、しっかりした建物が想定され

る。ローム面での確認であるが、ローム層の堀り込みや炉跡が認められず、居住施設としてで、はな

く他の性格を有する施設としての使用が宥えられる。なお、柱穴から縄文土器片 2点と石皿状石器

(第24図23) が出土している。 。。I cア

。。
⑪。

1号焼土遺構
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G 
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第19図 遺構内出土土器
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第20図 遺 跡 内
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パハハハ川悦

106 

110 

10cm 

土製品(第24図)

全て住居跡からの出土である。 1~3 は四角形、 4 は三角形を呈する。 1~3 は刻線と京IJ 突、 2

は刺突列点文、 4 は凸状をなし刻線と刺突で文僚を施している。 1~3 には砂の混入が多い。 5 は

獣面を表現したものと考えられ、縄文を施した後に半裁竹管;伏工具内面により文様を施す。鼻は欠

けhており 4~5 つ刺突を行っている。顔部のみの表現で、体部がないことから、土器の把手と推測さ

JLる。

103 

100-102 6号住居跡

103-110 4号土拡
111・112 ピ ット

112 

。

石 器

石鍛(第22凶 1 ・ 2 ・ 4 ・1O~12、第23図16~20、第25図24~26)

有茎、無菜のものがある。 2はアスフアルト状の付着物が認められる。 1・10は黒石?!l石製、他は

硬質頁岩製である。

石匙(第22図 5・6、第25!翠27・28)

- 34 



ツマミ g:l~に対して刃部が平行する縦形の/日匙である。29以外は片面加工で、全て硬質頁行製である。

芯錐(第23国21)

錐部が控し、が、鋭く尖ってし、る。黒{~!!石製である。

檎先状石器(第22図 7 ・ 14、第25図29~31)

両面加工で、先端が尖るものである。30は両端が鋭く尖るもので作りが良L、。全て使費頁忠製である。

ヘラ状石器(第25図34~37)

両国加工で、刃g:1~を作る。全て{j;ti質頁岩製である。

掻器(第22図13)

片面加工で、硬質頁岩製である。

打製石斧(第22図 3) 

両国加工である。柄を装若したと考えられる部分にアスブアルト状の付若物が認められる。{民質

岩製である。
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第21図遺構内出土土製品

「円
U

丹
、

υ



-A--lir 
〈ごニコョ， <> 

2 

ζこ〉
4 ζご二二二:::::，. r:: 

J 

3 

く〉
/守安ミ

自
r-¥ 6 

く=>7 くこ=>8

-A A 品 ζコ
くこ> くこ>11 -~山乃-

札
10 

一色
「匂<h にり

Y月 ζとごユ 15 

o 1~3 l号住居跡

く::::>12 4 2号住居跡
5~9 4号住居跡

ζ~13 
14 1O~ 15 5号住居跡、

。 りcm 

第23図遺構内出土石器

- 36 



異形石器(第22図15)

ム A 片面力'1工で釣針形をなす。 -A-
る。 〈ご〉

磨製石斧(第22図 9) 
16 〈ごご:.:> 17 

く〉
18 

基奇I~及び芥j 古1)の一部が欠けている。手It， t反討

製である。 -$;; 品 θ 間活(第26図39・40)

両国に 2~3{[81の凹在日をもつものである。
〈ご::::> 20 

40は凝灰岩製。 41は閃緑岩製で、磨石@厳正I Di9 
21 

正::.

としての使用痕も認められる。 16-21 2号土拡

Q 5 cm 
麗石(第24図22)

安山岩製で、磨滅が著しL、。

i ノ

23 

22 6号住居跡

23 その他の遺構

第24図遺構内出土石器
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石田(第26図41)

安山岩製で、縁部の一部である。

石朋状石器(第24閤23、第26図42・43)

若干くぼんだ白然面を利用したもので、磨滅が著しい。全て安LLiT:t製である。

石製品(第26図38)

上面、下両、側面を磨いて多角面を作っている。 ?E崩岩製である。
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第25図 遺構外出土石器
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まとめ

遺構について

下堤G遺跡検出遺構は、住居跡 6軒、土拡 4基、焼土遺構4カ所、その他の遺構である。

1~4 、 6 号住民は、調査区中央及び南側の台地縁辺部に構築され、円形、楕円形を琵する。規

模は 4号住居跡が長軸6.5m、短軸5.3mと比較的大形で、堀り込みも深い。炉は、土器埋設部、精円

形で鍋底状を呈する堀り込み、浅く溝状を呈する堀り込みがセットとなるものである。複式炉の

形態とも考えられるが、今後類例の増加をまって検討する必要がある。 3 ・4住居跡の土器埋設部

は作り替えが認められ、 4号住居跡には中央部にも土器埋設炉が確認された。炉の方向は、 1・4

・ 6 号住居跡が南東方向(沢部)なのに対し、 2 ・ 3 号住居跡は北の方向である。これは入 1~1 を考

慮した住居間の位置的関係がみられ、入 1~~1 は 1 ・ 4 ・ 6 号住居跡が炉の西側、つまり住居の南側と

考えられる。

住居跡の i時期は、 1~4 、 6 号住居跡が縄文時代中期末葉の大木10式期である。しかし、 2 号住

居跡は出土遺物からしてやや新しい時期と考えられる。 5号住居跡は縄文時代前期末葉から中期初

頭にかけての時期である。

遺物について

遺構内外出土のものを一括して類別し、さらに群に大別して述べる 0

1類(第27図113)

五回L、粘土紐を貼り付けて幾何学的な文様を作り出し、半載竹管状工具内面により連続爪形文を施

すものである。

2類(第27図114)

半隆起線文を施すものである。頭部が内反し、ロ縁部が立ち上がる器形をなす。

3 類(第27図115~129)

口縁部に、粘土紐貼り付け及び半隆起線による直線文、波状文が施され、胴部に半隆起線の波状

文及び、直線文が蛇行して縦走するものである。 118~122は撚糸文を地文とし、 118 ・ 119には粘土紐

の鮎り付けがみられる。 129は経帯文や半隆起線文が複雑に施文されている。

4 類(第17図41~仏、第18図73~75、第19図76~86、第27関130~140、第28図139~142、第31図

202) 

半隆起線文を主体とするもので、亥日目文・格子白状文及びi詮帯文などを施すものである。202は小

形の円筒形をなし、制部ニカ所(相対して)に粘土紐を貼り付けてし、る。口縁部は横走する半蜂起

線文と縦に短い半蜂起線文を並べ、腕部はあらかじめ半故竹管状工具の両端を軽くあてて引き格子

日状に文様を施し、後に強くあててヲlし、た半隆起線文を幾何学的に施すO

5 類(第18図67~69、第19 1Z187~91、第28図143~148)

口縁部文様帯に経帯及び撚糸庄痕文などを施すものである。 87・88はすき間のある 111形口縁90・

-40 



143はニ又のiJl形口縁である。

8類(第12[z] 11、第19図92~94、第28図149~160)

複合口縁をもつもの、口縁部に撚糸庄痕や単節縄文を施すものである。 11は111形口縁で頂部より

降帯が垂下し撚糸圧痕文(口縁部、日層部)が施される。 149は円筒深鉢形を畏し、口縁部がニ段に

f乍られ単車~l絡条体圧痕文が施される。 155は粘土紐をやや躍り上げアーチ状に貼り付けている。 160

の口唇部にはし R原体を刻白状に)王痕する。

7類(第四区195・96)

し、ずれも小突起部であり、かなり複雑な作りである。

8類(第29図161)

頚i誌が内傾して立ち上がる口縁部で、浅鉢形の器形をなす。口縁奇15に撚糸圧痕文を施す0

9類(第 9図 7)

口縁部に撚糸庄痕文を並行及び>状に施し、頚部に単軸絡条体圧痕文が施される。また 8字状に

粘土紐が員占り付けられ、胴部地文と同一の縄文が施される。

10類(第 4図 1、第 7図 5・6、第 9図 8、第12図12、第16図13・14・17・18、第17図35・36・

43~49、第四図50~63、第20図100~105 ・ 108、第29図162~178)

曲線的な磨出帯及び口縁部無文帯のものである。磨消帯は沈線で区画され、 J字状@波状などノく

ラエティーに富む。口縁部は平縁が主で、無文帯と地文帯の境に沈線を巡らすものとそうでないも

のがある。深鉢形の器形で大形のものが多いが、口縁部がすぼんだり小形の土器もみられる。

11類(第 4図 3、第 9図10、第16図16・20・21)

10類と同様であるが、沈線によって区画された部分に刺突や、長楕円形、円形に列点文を加飾す

るものである。 3 ・10は下から、 20・21は斜めからの刺突で、 20は波状口縁をなす。

12類(第ア関 4 、第16図15、第17図26~34)

曲線的な磨 j肖帯を施すが、文様や器形などが11 ・ 12類に当てはまらないものである。 26~29は同

一個体で、山形日縁をもち頭部下に孔を穿ち、じ!縁部内面には稜線がみられる。 30・31は内面に32

は外面に貼り付けが施される。

13類(第29図179・180)

沈線で文様を施すものである。 179は S字状の連鎖文が垂下する 0

14類(第29図181~188、第31図203)

口縁部を主に沈線で施文するもので、平行沈線文が多い。器形は深鉢形 e 浅鉢形・鉢形・査形土

器である。 203は作りの良い浅鉢形土器で、変形工字文が施され二個一対の癌が付く。体下部に縄文

が残る。

15類(第19図97~99、第20凶111 ・ 112、第30図189 ・ 190)

木呂状撚糸文の施されるものである。
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16類(第30区1l91~193)

口縁部に羽状縄文の施されるものである。

17類(第 9 図 9 、第16図19、第17図37 ・ 38、第四国64~66、第20図109、第30図194~198)

撚糸文の施されるものである。

18類(第18悶71 ・ 72、第20図108 ・ 110、第30図199~201)

櫛状工具により櫛白文を施すものである。

以下、群別して時期・型式につし、て述べると、

l 群は 1~8 ・ 15類が相当し、縄文時代前期末葉から中期前葉の土器を一括した。 1~3 は大木

6式土器に比定されるもので、半隆起線文や隆帯が施されるものである。 4類は半隆起線文が幾何

学的に施されるもので、北陸地方の新保・新11時様式の土器と考えられる。 5類は口縁部文様帯に隆

帯及び撚糸圧痕文が施され山形口縁をもつなど、円筒上麗 a式土捺に比定できるものである。また

6類もかなり近し、ものと考えられる。 8類は撚糸庄痕文の施される浅鉢形土器で、大木 7b式土器

に比定できるものである。 16類の木目状撚糸文の施される土器も本群に含まれるものである。

2 群は10~12 ・ 17類が相当し、中期末葉のものを一括した。 J 字状・波状などの曲線的な磨消帯

及び口縁部が無文帯をなすもので、大木10式土器に比定されるものである。 11類は刺突文・列点文

が加飾される。 12類は器形や文様形態が14・15類と比して特異であり、本型式の中でもやや新しい

時期と考えられる。 17類の櫛目文を施す土器も本群に含まれるものである。

3群は13類が相当する。沈線で幾何学的な文様を施すもので、縄文時代後期の土器である。

4群は15類が相当する。薄手の精製土器に沈線で文様を施すもので、縄文時代晩期の土器である0

9鎖の土器については今後の資料増加をまって検討する必要がある。

住居跡出土土器

1号住居跡 10・11・17類

2号住居跡 12類

3号住居跡 10・17類

4号住居跡 10・17・18類 (4・5類が少量、 9類が 1個体)

5号住居跡 4 ・5 ・6 ・8 ・15類

6号住居跡 10類
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調査前 (~t笛ー)

図版1 遺跡金量 (北-)



t号住居跡 (商東-)

図版2 2号住居跡(ii!i-)



3号住居跡(商→)

図版 3 4号住窟跡(西→)



5号住居跡(西→)

図版 4 6号住居跡(西→)



図版 5

遺物出土状態

2号土拡

4号土地

土層断面

(西→)

ヰ号土1広

(西→)



2号住居跡出土

図版8
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3号住居跡出土



図版 7 4号住居跡出土



5号住居跡出土

図版 8

6号住居跡出土

遺構外出土

製土



国版 9 遺構内出土土器



図版10 遺構内出土土器



図版11 遺構内出土土器



図版12 遺構内出土土器
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図版14 遺構外出土土器
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図版17 遺構外出土石器



図版18 遺構内出土石器



図版19 遺構内出土石器



図版20 遺構外出土石器



野畑遺跡
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野畑遺跡は、標高36m程の南側に突き出す小さな舌状台地に位置する。南側は、末戸松本から深

く沢(湯ノ沢)が入り込み、水i王!が常まれている。水田と遺跡との比高差は 9mである。

調査は、先に実施した範間確認調査の結果をもとに、特に遺物の集中する範聞にグリッドを設定

して行った。基本麗序は、第 1層表土(黒色土)、第 2層褐色土、第 3層ロームであり、ローム属

までの深さは平均して50cmで、ある。調査の結果、縄文時代中期末葉の竪穴住居 8軒、中期末葉~後

期初頭の土拡 4基を検出した。

と

1号住居跡(第 3図)

調査地域のほぼ中央部に位置する。プランは、長軌3.5m短 軸3.2mの隅丸方形を呈する。一部は

範囲確認調査のトレンチによって撹香しされているが埋土は大きく 3層に分れ、黒沼色土、茶褐色土、

黄褐色土が堆積している。壁は、西側がゆるく傾斜するが、飽の控は高さ 20cmで、ほぼ垂直に立ちあ

がる良好なものである。周溝は認められない。ピットは、大小多数検出されているが東側の壁沿い

に深さ 20cm以上のしっかりしたものがあり、柱穴と居、われる。炉は、住居跡の東側に作られた土器

壊設石囲い炉である。 20cmくらいの扇平な長レ石を円形に並べて理設土器を囲ってし、る。周辺は焼

土が多量にあり堅くしまっている。床面は、平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第11図 5 、 17図1l ~13)

埋土から小破片が出土した。 II・13は単節斜縄文、 12は撚糸文である。炉埋設土器は日同部上半は

欠損するが底部からゆるくふくらみながら胴部に至る深鉢である。地文の縄文はRLの縦位回転で

ある。二次加熱を受け全体にもろし、。

話器(第18図 1) 

炉付近のピット内から頁岩製の芯鉱 1点が出土した0

2号住居跡(第 4国)

調査区の中央部に位置し、北東部に位置し、北東部は松の木根によって撹乱されている。また、

北側は範間確認調査時に東南から北西方向に入るトレンチにより床面まで、表わされている。プラン

は、西、南側はピットが検出された部分が丸く張り出すが基本的には、一辺3.2m~3.5m の隅丸方

形を呈する。確認面から床までは10cmと浅いが、ほぼ垂直に立ちあがる良好な壁が検出できた。域

土は、周囲から入り込んだ黄褐色土が主体で、さらに炭化物を含む黒掲色土、ブロック状に茶褐色

土が堆積している。ピットは、壁i擦のコーナ一、張り出し部に堀り込みのしっかりした深し、ものが

6個あり主柱穴と思われる。炉は住居中央東側に作られた土器壊設炉で、ある。床面は、良好で、特

に焼土が認められ堅い。
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ー第 1層黒褐色土

第 2層黄褐色土
第 2惜明黄褐色土
第 31吾茶褐色土

b'37.5m 

a 

第 3図 1号住居跡

出土遺物

土器(第11図 2 、 17図 14~16)

埋土から出土した土 '~fi 片と炉埋設土器がある。 14~16は埋土出土で15は撚糸文、 16は口縁部が無

文帯で下部に磨消し手法によって文様が展開される土器片である。 2は、炉埋設土語で口縁、底部

は欠損している。地文の LR縦位回転の縄文を施文後に沈線によって区画し、磨消し縄文手法を用

いて文様帯を展開させている。

3号住居跡(第 5図)

調査地j或の中央部からやや南に位置し、東側は 3号土拡が住居跡を切っている。プランは、長軸

4.5m 、矩軸3 .4m の北西に長い惰円形を呈する。壁の高さは12~18m でほぼ垂直に立ちあがり良好

である。埋土は主に黒褐色土、褐色士、茶掲色土が堆積している。周溝は認められない。ピットは

- 55 



筏40~50cm、深さ 60~70cmのしっカミりした掘り jるみをもつものが北西寄りに 4{題検出され主柱穴と

忠われる。炉は住居跡の中心部に作られている。土日日開設炉であり、南北に並んで、埋設土出が 2{自

体認められる。周辺には焼土が多量にあり、床は赤く焼け堅くなってし、る。床面は全体によくしま

り良好である。

出土遺物

土器(第11図 3 ・ 4 、 17区117~20)

17~20は埋ことから出土した土間)十である。 18以外は、沈線によって区画し、磨り 1~ し手法を施す

ものである。 3は炉北側、 4は南側に位置する堵設土出である。 3はIl向上半部が欠損している。底

部が小さく胴部がふくらむ深鉢である。地文の縄文はRL の横位同転である。 4 は胴吉r~以外は欠損

する。地文の縄文は LRの縦位回転である。 3 • 4とも胎土、焼成は良好であるが 3はエ次加熱を

受けて赤くなっている。

石器(第四区12 • 3) 

2はj型士出土のきれし、に磨いた磨製石斧で、石質は緑色凝灰岩である。 3はJJ司l付きの石盟である。

明瞭に縁を施し、出面は属平でよく磨かれている。

撹乱

-12 
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第 1"脅黒褐色土(炭化物)

第 2層黄褐色土

第 3屑茶福色土
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a'37.5m 

第 4号 2号住居跡
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